
講師：安村 直樹 先生 
 東大田無演習林長 （森林圏生態社会学研究室） 

1995年10月より東京大学演習林勤務。 
我が国は森林資源に恵まれていますが、森林と人間との関わり方によっては、 
資源の持続性は大きく左右されます。森林と人間との関わりについて、主に 
木材利用と資源造成に焦点を当てて、林政学の立場から研究を行っています。 
国民の健康で文化的な生活を実現するために、森林･林業がどのような貢献を 
出来るのか、特に薪ストーブなどを題材にしながら考えています。 

「 薪ストーブ講演会 」 

日時：2019年4月13日（土） 14時～16時 
    ( 16時～ 懇親会 ) 

場所：緑ヶ丘クラインガルテン 多目的ホール 
 長野県松本市中川 1915-1 ( 環境学習の森併設 ) 

問合せ：四賀むらづくり株式会社 
  電話:0263-64-4447  

森林保全と木材活用 


